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1. エグゼクティブサマリー

レポートの核心メッセージ

ChatGPT Images 2.0の真の価値は「きれいな画像を作ること」ではなく、「情報を見

やすく整理して伝わる形に変えること」にある。本レポートは、同ツールをビジネス

図解・スライド作成に特化させ、具体的なプロンプト設計手法から収益化戦略までを

体系的に解説する。

ビジュアルコミュニケーションの重要性が増す現代ビジネスにおいて、AI画像生成は

単なる効率化ツールではない。適切なプロンプト設計と品質管理プロセスを組み合わ

せることで、従来デザイナーに依存していた図解制作を、マーケター・営業・コンサ

ルタント自身の手で実現できるようになる。

本レポートで得られる価値

表1 レポート各章の主要学習成果

章 学習成果 即効性

第2章 ChatGPT Images 2.0の能力境界とビジネス図解の可能性を理解する ★★★☆☆

第3章 再現性の高いプロンプトを設計する7つの核心要素を習得する ★★★★★

第4章 用途別に最適化された図解タイプとその作成手法を知る ★★★★☆

第5章 アイデアから納品までの実践ワークフローを構築する ★★★★☆

第6章 図解スキルを収益に繋げる具体的なビジネスモデルを設計する ★★★☆☆

第7章 品質を担保しつつAIを適切に活用する判断基準を得る ★★★★☆
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このレポートの対象読者

コンテンツマーケター（ブログ、SNS、メルマガ運用者）

営業職・コンサルタント（資料作成に時間を費やしている方）
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企業のデザイン担当（業務効率化を目指す方）
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2. ChatGPT Images 2.0の進化とビジネス図解

の新時代

2.1 従来の画像生成AIの限界

画像生成AIはMidjourney、Stable Diffusion、DALL-Eなどの登場により、一気に普及した。

しかし、これらの従来型ツールにはビジネス図解作成において根本的な課題が存在した。

従来ツールの4大課題

表2 従来画像生成AIの課題と影響

課題 具体例 ビジネスへの影響

文字描画の不安定

さ

日本語・英語ともに文字化け、誤字、文字の

崩れが頻発

図解として機能しない。手作業で修

正が必要

レイアウト制御の

困難さ

要素の配置、サイズ比率、余白が意図通りに

ならない

情報の優先順位が視覚的に表現でき

ない

一貫性の欠如 同じプロンプトでも毎回異なるデザインが出

力される

ブランドガイドラインに沿った制作

が困難

情報構造化の非対

応

複数の情報要素を論理的に配置・関係性を示

す機能がない

比較表、フロー図、ファネル図など

が作れない

これらの課題により、従来の画像生成AIは「雰囲気作り」や「背景画像生成」には適していた

ものの、情報を整理して伝達するためのビジネス図解としては実用的とは言えなかった。多く

のビジネスパーソンは、結局PowerPointやCanvaに戻るしかなかったのである。

2.2 ChatGPT Images 2.0の技術的飛躍

ChatGPT Images 2.0（以下、Images 2.0）は、OpenAIの画像生成モデルの大幅な進化版であ

り、従来の課題を根本から解決するために設計されている。その核心は、テキスト理解能力と
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レイアウト制御能力の飛躍的向上にある。

Images 2.0の技術的優位性

Images 2.0が従来モデルと決定的に異なる3つのポイント

1. 高精度テキストレンダリング：日本語・英語ともに、従来比で圧倒的に高い精度で文

字を描画。フォントサイズの指定も可能になった。

2. 構造化レイアウト制御：グリッド配置、表形式、階層構造など、情報の論理的な配置

を指示通りに再現できる。

3. コンテキスト理解に基づく設計：単なる「きれいな画像」ではなく、「この情報をこ

の順序でこのサイズで伝えたい」という意図を理解し、最適な視覚表現を生成する。

これらの進化により、Images 2.0は単なる「画像生成ツール」から「ビジュアルコミュニケー

ション支援ツール」へと進化した。ユーザーは、デザインの専門知識がなくとも、情報の内容

と伝えたい意図を言語化するだけで、プロ品質のビジネス図解を得られるようになった。

2.3 ビジネス図解の本質——「見せる」から「伝える」へ

ビジネス図解の目的を再定義することが、Images 2.0を効果的に活用する第一歩である。多く

のユーザーが陥りやすい誤解は、「きれいな画像を作れば目を引く」という発想である。しか

し、ビジネスにおける図解の真の価値は「情報の伝達効率」にこそある。

「伝わる図解」の3条件

Images 2.0で作成すべきビジネス図解は、以下の3条件を満たす必要がある。
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表3 効果的ビジネス図解の3条件

条件 説明 チェックポイント

瞬間的理

解

3秒以内に「何が言いたいか」が伝

わる

初見の人に見せて3秒後に内容を説明させられるか

情報階層 重要度に応じた視覚的優先順位が明

確

タイトル＞キーメッセージ＞詳細＞補足の順に目が向

くか

行動喚起 見た後「次に何をすべきか」が明確 保存したい、シェアしたい、詳細を知りたいと思わ

れるか

Images 2.0の最大の強みは、この「伝達」を意識したプロンプト設計を行うことで、単なる装

飾ではなく「働く図解」を生み出せる点にある。本章で解説する7つのプロンプト要素は、この

3条件を満たす図解を再現性高く作成するための設計指針である。
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3. プロンプト設計の7つの核心要素

Images 2.0で高品質なビジネス図解を作成するには、単に「きれいな図解を作って」と頼むの

では不十分である。再現性のある結果を得るためには、7つの要素を体系的にプロンプトに組み

込む必要がある。

3.1 要素その1：用途の明確化

同じ内容でも、用途が変われば最適な文字サイズ、情報量、構図が変わる。プロンプトの冒頭

で用途を明示することは、最も重要な設計要素である。

表4 用途別の設計パラメータ差異

用途 推奨比率 文字サイズ 情報量 構図の特徴

X（Twitter）投

稿

1200x675 (16:9) 大（遠くから読め

る）

極少（1メッセージ） 中央配置、余白

多め

noteサムネイル 1280x720 (16:9) 中〜大 少（タイトル+副題程

度）

左寄せまたは中

央

セミナー資料 1920x1080

(16:9)

大（投影用） 中（3〜5ポイント） 左揃え、段組み

営業資料 A4横 or 16:9 中 中〜多 グリッド配置

商品販売ページ 1080x1350 (4:5) 中 中 縦長、視線誘導

手書きラフ清書 元画像準拠 元準拠 元準拠 元の構造を維持

プロンプト例：用途明示

「X（旧Twitter）への投稿用の図解を作成してください。比率は16:9、スマホ画面で一瞬で内容が伝
わることを最優先してください。主張は1つだけに絞り、文字は大きく読みやすく配置してください。」

3.2 要素その2：情報量の最適化
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ビジネス図解で最も多い失敗は「情報の詰め込みすぎ」である。Images 2.0に頼む際も、全て

の情報を一度に入れようとすると、文字が小さくなり、何を見ればよいかわからない「AIっぽ

いだけの画像」になってしまう。

情報量の黄金律

1枚の図解に入れる情報の上限

X投稿・サムネイル：主張1つ、サポート情報0〜2個

セミナー1スライド：主張1つ、サポート情報3〜5個

営業資料1ページ：主張1〜2つ、サポート情報5〜8個

インフォグラフィック：主張1つ、サポート情報5〜10個（階層化必須）

情報量を制御する具体的なプロンプト技法は、「何を入れるか」よりも「何を削るか」を意識す

ることである。Images 2.0に依頼する前に、人間の段階で伝えたい核心メッセージを1文に要約

し、それをプロンプトの冒頭に置く。

プロンプト例：情報量制御

「この図解で伝えたい核心メッセージは『ChatGPT Images 2.0で営業資料の作成時間を70%削減で
きる』です。以下の3つのポイントのみを含め、それ以外の情報は一切入れないでください。①従来の作
成時間：5時間 ②Images 2.0での作成時間：1.5時間 ③削減率：70%」

3.3 要素その3：構図とレイアウト設計

Images 2.0は構造化されたレイアウト指示を理解できる。どの要素をどこに置くかを明確に指

示することで、意図通りの図解を得られる。

主要なレイアウトパターン
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表5 ビジネス図解の標準レイアウトパターン

パターン名 構造 適した用途

F型レイアウト 左上から右へ、次に下へ視線が移動 ブログヘッダー、レポート表紙

Z型レイアウト 左上→右上→左下→右下の対角線 ランディングページ、広告バナー

中央集中型 中央に主題、周囲にサブ要素 コンセプト図、マインドマップ

ステップ型 左から右へ順序立てて配置 フロー図、ロードマップ

比較型 左右または上下に2つの要素を対比 Before/After、競合比較

ピラミッド型 下から上へ階層的に情報を積み上げ 戦略図、階層モデル

プロンプト例：レイアウト指定

「ステップ型のレイアウトで作成してください。上部にタイトル『3ステップで完了！営業資料のAI作
成フロー』を配置し、中央を3つの均等な列に分割してください。各列には『Step 1: 要件整理』
『Step 2: プロンプト作成』『Step 3: 画像生成』を配置し、各列の下部には対応するアイコン領
域を設けてください。列間には矢印で繋がれた流れを表現してください。」

3.4 要素その4：文字サイズと可読性

ビジネス図解において文字の可読性は死活問題である。特にSNS投稿やサムネイルでは、小さな

画面での可読性がエンゲージメントを左右する。

用途別文字サイズ基準
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表6 デジタル媒体別推奨文字サイズ（Images 2.0内の相対指定）

要素 X投稿 サムネイル セミナー資料 印刷資料

タイトル 最大・極太 大・太字 大・太字 中〜大・太字

サブタイトル 中 中 中〜大 中

本文 最小可読サイズ 中 大 中

注釈 不使用推奨 小（必要な場合のみ） 中 小

可読性の鉄則

SNS投稿で最も重要なのは「縮小表示時でも読める文字サイズ」である。スマホのタイム

ラインで表示される小さなサムネイル状態でも、核心メッセージが伝わるサイズ感を指定

すること。Images 2.0には「スマホのタイムラインで見た時に読める大きさ」という具体

的な指示を入れると精度が上がる。

3.5 要素その5：カラーパレットの戦略的活用

色は感情と行動に直結する。Images 2.0に色指定を行う際は、単に「きれいな色」ではなく、

色彩心理学に基づいた戦略的な指定が必要である。

ビジネス用途別カラーパレット戦略
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表7 目的別推奨カラーパレット

目的 基調色 アクセント色 効果

信頼性・専門性 ネイビー、ダークブルー ゴールド、ホワイト 誠実さと権威の演出

親しみやすさ オフホワイト、ベージュ コーラル、ミント アプローチャブルな印象

緊急性・注目 白、ライトグレー レッド、オレンジ クリック率・保存率向上

革新性・先進性 ブラック、ダークグレー シアン、ブルー テック企業、スタートアップ向け

自然・健康 オフホワイト、グリーン系 フォレストグリーン オーガニック、ウェルネス向け

プロンプト例：カラーパレット指定

「カラーパレットは以下で統一してください。基調色：#1a365d（ディープネイビー）、アクセント
色：#c4a35a（ゴールド）、背景色：#faf9f7（ウォームホワイト）、テキスト色：#2d3748（チャ
コール）。グラデーションは使用せず、フラットカラーでプロフェッショナルな印象にしてくださ

い。」

3.6 要素その6：スタイルの一貫性

複数枚の図解を作成する際、スタイルの一貫性はブランド信頼性に直結する。Images 2.0で

は、シリーズ作品のスタイル統一が可能である。

一貫性を保つためのプロンプト技法

1. スタイル参照の固定化：初回のプロンプトで確立したスタイルを、以降のプロンプト冒頭で

必ず再宣言する

2. 「同じシリーズ」指定：「先ほどの画像と同じシリーズで」と明示することで、視覚的な連

続性を担保

3. テンプレートの指定：「同じレイアウト構造、同じフォント、同じ配色で、内容のみ変更し

てください」と指示
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プロンプト例：シリーズ統一

「以下のスタイルパラメータで、『AIビジネス活用術』シリーズの第2弾を作成してください。--- ス
タイル仕様：・フラットデザイン・無機質な背景（#f7f7f7）・タイトルフォント：太字ゴシック・サ
ブタイトル：細字・アイコンフレーム：角丸正方形（8px radius）・カラーライン：上部に3pxのブ
ルーライン（#3182ce）--- 前回と同じ構図で、内容のみ以下に変更してください。」

3.7 要素その7：出力形式の指定

用途に応じた適切な出力形式の指定は、後工程での手間を大きく削減する。Images 2.0では、

比率、解像度、ファイル形式を明示的に指定できる。

表8 用途別出力形式仕様

用途 比率 推奨解像度 形式

X（Twitter）投稿 16:9 1200x675px PNG

Instagramフィード 1:1 または 4:5 1080x1080px / 1080x1350px JPEG

note・ブログサムネイル 16:9 1280x720px JPEG

セミナー資料 16:9 1920x1080px PNG

印刷（A4） 1:1.414（A4） 350dpi（2894x4093px） PNG

PPT挿入 16:9 1920x1080px PNG（背景透過あり）

プロのワザ：背景透過の活用

営業資料やプレゼン資料に図解を挿入する際、背景透過PNGを指定すると、資料の背景テ

ーマに自然に馴染む。プロンプトに「背景は透明（transparent background）で出力し

てください」と追加するだけで、後の合成作業が大幅に楽になる。
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4. 業種別・用途別 図解タイプ完全ガイド

ここからは、実際のビジネスシーンに即した具体的な図解タイプを解説する。各タイプには、

プロンプトの要点と作成上の注意点を併記する。

4.1 SNS向け図解（X/Twitter、Instagram）

X（Twitter）保存版図解

Xにおいて最も拡散力の高いフォーマットが「保存版図解」である。ブックマーク保存され、後

日繰り返し参照される性質上、情報の網羅性と見やすさのバランスが重要。

保存版図解のプロンプト構成

「X（Twitter）用の『保存版』図解を作成。比率16:9。以下の仕様で：
・上部：大きなタイトル『【保存版】ChatGPTプロンプト7つの鉄則』
・中央：7つのルールを2列のカード形式で配置（各カード：番号+タイトル+1行説明）
・下部：『ブックマーク推奨』の小さなテキスト

・配色：ダークネイビー背景にホワイト/ゴールド文字
・全体的に高級感のある落ち着いた雰囲気」

Xスレッド用のカルーセル図解

スレッド形式で情報を発信する際、各ポストに対応したカルーセル画像を作成する手法が有

効。連続性のあるデザインで、読者を最後まで引き込む。

表9 カルーセル図解の構造テンプレート

枚数 内容 デザイン指針

1枚目 タイトル＋全体概要 最も目を引くデザイン。テーマ色を全面展開

2〜n-1枚目 各ポイントの詳細 統一レイアウト。ページ番号を明示

最終枚目 まとめ＋CTA フォロー・ブックマーク・返信の促し
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4.2 コンテンツマーケティング向け図解

note・ブログ用サムネイル

note記事のクリック率を左右するサムネイルは、以下の3要素を含むと効果的である。

1. 数字：「3選」「7つ」「5ステップ」などの具体数値

2. 結果の約束：「できるようになる」「〇〇%削減」など

3. 対象者の明示：「初心者向け」「営業向け」など

NOTEサムネイルのプロンプト例

「note記事のサムネイル画像を作成。比率16:9。
・タイトル：『Images 2.0で資料作成時間を70%削減する方法』
・大きな数字『70%』を中央に配置
・『営業職必見』のバッジを右上に

・背景：グラデーション（ネイビー→ブルー）
・フォント：太字モダンゴシック

・全体的に信頼感と期待感を与える配色」

長文記事の要約図解

長文コンテンツの冒頭またはSNSシェア用に、記事全体を1枚の図解で要約するフォーマット。

情報の取捨選択が成否を分ける。

要約図解の3レイヤー構造

レイヤー1（最上位）：記事の結論＝読者が得られる最大の価値

レイヤー2（中位）：結論を支える3〜5の論拠・ポイント

レイヤー3（下位）：各ポイントの具体例・エビデンス（省略可）

4.3 営業・提案資料向け図解
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Before/After図解

営業資料で最も説得力のあるフォーマットの一つ。現状の課題と導入後の効果を対比させること

で、意思決定を後押しする。

BEFORE/AFTERプロンプト例

「営業資料用のBefore/After比較図解を作成。比率16:9。
・左半分『Before』（赤色系）：『手作業で資料作成に5時間／デザインにばらつき／ブランド統一感
なし』

・右半分『After』（青色系）：『Images 2.0で1.5時間／プロ品質に統一／ブランドガイドライン
自動適用』

・中央に大きな矢印『→』
・各項目に対応するシンプルなアイコンを配置

・企業向けのクリーンで信頼感のあるデザイン」

比較表スライド

自社と競合を比較する際、テーブル形式の図解が有効。ただし、「自社だけが◎で他社は×」と

いうありえない比較は信頼を損なう。適度な競合評価に加え、差別化ポイントを明確にする。

ロードマップ図

導入後のスケジュールを示すロードマップは、クライアントの不安を減らし、具体的なイメー

ジを共有するのに効果的。時系列に沿ったステップ型レイアウトが基本。

4.4 教育・セミナー資料向け図解

3ステップ図解

教育コンテンツで最も汎用性の高いフォーマット。複雑なプロセスを3段階に分解することで、

聴衆の理解と記憶を助ける。
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3ステップ図解のプロンプト例

「セミナー資料用の3ステップ図解を作成。比率16:9。
・タイトル：『プロンプト設計の3ステップ』
・Step 1（左）：『用途を決める』— どこで使うかを明確化
・Step 2（中央）：『情報を絞る』— 核心メッセージを1つに集中
・Step 3（右）：『レイアウトを指定』— 構図と配色を具体的に指示
・各ステップ：番号アイコン＋タイトル＋説明文＋小さなイラスト

・下部：『実際にプロンプトを書いてみましょう』の誘導文

・配色：ブルー系の親しみやすいトーン」

チェックリスト画像

行動喚起に特化したフォーマット。視覚的なチェックリストを提示することで、読者の自己効力

感を高める。

ファネル図

マーケティングの文脈で頻出するファネル図（認知→興味→検討→購入）。各段階の数値や割合

を入れることで、課題箇所の可視化が可能になる。

4.5 商品・サービス販売向け図解

セールスページ構成図

ランディングページの構成を1枚で示す図解。セールスライティングの観点から、どの要素がど

の順序で配置されるべきかを視覚化する。

商品設計キャンバス

商品・サービスの価値提案を1枚にまとめるビジュアルフレームワーク。ターゲット、課題、解

決策、価格、差別化要素などを網羅的に配置する。

ABテスト用複数案

同じ内容を異なるデザインパターンで複数案出力し、SNSや広告のABテストに活用。Images

2.0の強みは、同じ情報を異なる構図・配色で瞬時に出力できる点にある。
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5. 実践ワークフロー——アイデアから収益化まで

Images 2.0を単なる「便利ツール」としてではなく、ビジネスの生産性向上と収益化に繋げる

ためには、体系化されたワークフローの構築が不可欠である。本章では、4フェーズの実践ワー

クフローを解説する。

5.1 フェーズ1：目的の絞り込みと戦略立案

目的設定のフレームワーク

Images 2.0を使う前に、以下の4問に答えることで、無駄のない作業計画を立てられる。

表10 目的設定の4問フレームワーク

設問 具体例 決定事項

「誰に見せるか」 潜在顧客、既存顧客、社内メンバー トーン・マナー・情報深度

「どこで使うか」 X、note、資料、LP、セミナー 比率・文字サイズ・情報量

「何を達成したいか」 認知拡大、資料請求、購入促進、社内承認 CTAの種類・配置

「どう測定するか」 インプレッション、保存率、クリック率、売上 成功指標・改善方向性

5.2 フェーズ2：プロンプト設計と試作

プロンプト設計の標準テンプレート

再現性のあるプロンプト設計を行うため、以下の構造テンプレートを推奨する。
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標準プロンプトテンプレート

【用途】（X投稿/サムネイル/資料等）
【比率・サイズ】（16:9 / 1:1 / A4等）
【核心メッセージ】（1文で要約）
【含める情報】（箇条書きで列挙）

【含めない情報】（意図的に除外するもの）

【レイアウト】（構図の指定）

【配色】（具体的な色コードまたは雰囲気）

【フォント・スタイル】（ゴシック/明朝、太さ等）
【その他】（背景透過、手書き風等の特別指定）

試作の反復サイクル

初回の出力で完璧なものが得られることは稀である。以下のサイクルで3〜5回の反復を行うこ

とを推奨する。

1. 第1稿：基本構成の確認（レイアウト、情報配置の妥当性）

2. 第2稿：細部の調整（文字サイズ、余白、配色の微調整）

3. 第3稿：完成度の確認（トータルバランス、ブランド整合性）

4. 最終稿：出力形式の最適化（解像度、ファイル形式）

5.3 フェーズ3：品質評価と修正のサイクル

3段階の品質評価基準

表11 品質評価チェックリスト

評価レベル 確認項目 合格基準

必須（MUST） 文字の正確性、情報の正確性、レイアウトの崩れ すべて正確であること

重要（SHOULD） 可読性、配色の調和、情報階層の明確さ 8割以上の項目で良好

望ましい（NICE） 独自性、クリエイティビティ、ブランド性 最低限の基準を満たす

修正依頼の効率的な伝え方
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Images 2.0への修正依頼は、抽象的な「もっと良くして」ではなく、具体的な箇所と変更内容

を明示することで精度が大幅に向上する。

効果的な修正依頼の例

× 悪い例：「もっと見やすくして」

○ 良い例：「タイトルの文字サイズを現在の1.5倍にして、中央から左寄せに変更してく

ださい。また、背景のグラデーションをやめて単色（#f5f5f5）にしてください。」

5.4 フェーズ4：テンプレート化と運用効率化

うまくいった図解の型だけをテンプレート化し、次回以降の作業を短縮する。これはImages

2.0をビジネスに組み込む上で最も重要なステップである。

テンプレート化の3ステップ

1. 成功パターンの抽出：効果の高かった図解のプロンプト、レイアウト、配色を記録

2. 変数部分の特定：テンプレート内で毎回変更する部分（タイトル、数字、内容）を明示

3. テンプレート文書化：変数部分を【】や{}で囲み、誰でも使える形式で保存

テンプレート化の例（X保存版図解）

「X（Twitter）用の保存版図解を作成。比率16:9。
・タイトル：『【保存版】【テーマ】の【数字】【単位】』

・内容：以下の【数字】個のポイントを2列カード形式で配置
【ポイント1】
【ポイント2】
【ポイント3】
...
・配色：【基調色】背景に【文字色】文字

・下部：『ブックマーク推奨』の文字

・スタイル：【前回成功した画像と同じシリーズ】」
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6. 収益化戦略とビジネスモデル設計

Images 2.0のスキルは、単なる業務効率化に留まらず、直接的な収益源としても活用できる。

本章では、図解作成スキルを収益に繋げる具体的な戦略を解説する。

6.1 無料レポートから有料導線へ

フリーミアムモデルの構造

Images 2.0を活用したコンテンツビジネスの基本形は、無料コンテンツで信頼を構築し、有料

コンテンツで収益化するフリーミアムモデルである。

表12 フリーミアムモデルの構成

層 コンテンツ例 価格帯 目的

無料層 SNS投稿、ブログ記事、無料レポート 0円 認知拡大・信頼構築・リスト獲

得

低単価

層

プロンプト集、テンプレート集、ミニ講

座

500〜3,000

円

有料顧客への転換・スキル検証

中単価

層

オンライン講座、グループコーチング 1万〜5万円 主要収益源・コミュニティ形成

高単価

層

個別コンサル、代行サービス、企業研修 10万円〜 高収益・ブランド価値向上

無料レポートの設計指針

無料レポートは、単なる情報提供ではなく「読者が今日から実行できる行動指針」であるべ

き。Images 2.0で作成した図解を豊富に含めることで、読み物ではなく「作業用の資料」とし

て価値を高める。
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高価値無料レポートの5条件

1. 即実行可能：読んだ当日に行動できる具体性

2. 図解重視：テキストより図解で情報を伝える

3. チェックリスト形式：読者の迷いを減らす構造化

4. 次のステップの提示：有料導線への自然な接続

5. シェア誘発：SNSで共有したくなるデザイン

6.2 コンテンツプロダクトの開発ロードマップ

段階的なプロダクト展開

Images 2.0スキルを活かしたコンテンツプロダクトは、以下のロードマップで展開するのが現

実的である。

表13 プロダクト開発ロードマップ

フェーズ 期間 プロダクト 必要スキル

第1フェーズ 1〜2ヶ月 プロンプト集（50〜100選） プロンプト設計・検証

第2フェーズ 2〜3ヶ月 業種別テンプレート集 業界知識・テンプレート化

第3フェーズ 3〜6ヶ月 オンライン講座（動画付き） 教育設計・動画制作

第4フェーズ 6ヶ月〜 サブスク型更新コンテンツ コミュニティ運営・継続的企画

6.3 クライアントワークへの応用

図解作成代行サービス

Images 2.0を使いこなせること自体が、市場価値のあるスキルとなる。以下のようなクライア

ントワークが想定できる。
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SNS運用代行：月額制で投稿画像を一括作成

セミナー資料作成：講師の原稿を図解資料に変換

営業資料改善：既存資料をImages 2.0でリデザイン

社内資料テンプレート化：企業のブランドガイドラインに沿ったテンプレート作成

クライアントワークの価格設定目安

Images 2.0での図解作成は「AIがやるから安い」ではなく「AIを使いこなすプロの知見

があるから高い」という価格設定が重要。プロンプト設計の専門性、品質管理プロセス、

ブランド理解の深さを付加価値として訴求する。
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7. 品質管理と人間の役割

Images 2.0は強力なツールだが、万能ではない。AIに丸投げする部分と人間が判断すべき部分

を明確に分けることが、品質の担保と効率的な運用の鍵である。

7.1 AIに任せる領域と人間が判断すべき領域

表14 AIと人間の役割分担マトリクス

領域 AIへの委任 人間の判断

アイデア出し バリエーション案の生成 戦略的な方向性の決定

デザイン制作 レイアウト実行、配色生成 ブランド整合性の最終判断

文字入稿 文字描画の実行 誤字脱字の校正

情報整理 構造化の提案 情報の正確性・適切性の確認

品質評価 技術的品質のチェック ビジネス目的との適合性評価

収益化戦略 パターンの提示 市場性・倫理性の判断

7.2 よくある失敗パターンと対策

失敗パターン1：「AIっぽい画像」の量産

プロンプトが抽象的すぎると、どこかで見たような汎用的な画像が出力される。対策は、プロ

ンプトに独自性のある要素（独自のフレームワーク、特定のカラーコード、オリジナルアイコ

ン）を含めること。

失敗パターン2：情報の詰め込みすぎ

「一度に全部伝えたい」という欲張りプロンプトは、どの情報も伝わらない画像を生む。対策

は核心メッセージを1つに絞り、不要な情報を意識的に除外すること。



7. 品質管理と人間の役割

26

失敗パターン3：用途とデザインのミスマッチ

セミナー資料向けに作ったつもりが、SNS向けの文字サイズになっているなど。対策はプロンプ

トの冒頭に用途を明記し、出力後に用途に対するチェックリストで検証すること。

失敗パターン4：ブランド一貫性の欠如

毎回異なるデザインで統一感が失われる。対策はテンプレート化し、必須のスタイルパラメータ

をチェックリスト化すること。

表15 失敗パターンと対策のまとめ

失敗パターン 原因 対策

AIっぽい画像 プロンプトが抽象的 具体的な数値・色コード・レイアウトを指定

情報過多 全てを詰め込みたい 核心メッセージを1つに絞る

用途ミスマッチ 用途指定の欠如 冒頭に用途を明示、チェックリストで検証

ブランド崩壊 スタイル管理の不在 テンプレート化・スタイルガイド作成

文字誤り AIの文字生成限界 必ず人間による校正工程を設ける

7.3 法的・倫理的配慮

著作権と使用権

Images 2.0で生成した画像の商用利用については、OpenAIの利用規約に準拠する必要がある。

現時点では、ChatGPT Plus/Pro契約者は生成画像の商用利用が可能であるが、規約変更の可能

性は常に留意しておく必要がある。

クライアントワークでの注意点

クライアントへの納品時は、画像の生成元と使用権範囲を明記する

クライアントのブランドロゴ・商標を画像に含める場合は、使用許諾を確認する

人物写真に似せた画像を作成する場合は、肖像権の侵害に注意する
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競合他社の著作物を参考にする際は、模倣ではなくオマージュの範囲を守る

免責事項の徹底

Images 2.0で作成した図解を商用・有料コンテンツに使用する際は、必ず「AIを使用して

生成された画像である」という開示を行うか、法的な観点から確認を受けることを推奨す

る。特に医療・金融・法律などの規制業界では、表現の正確性と責任の所在に十分な注意

が必要である。
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8. 結論と次のアクション

本レポートの要約

ChatGPT Images 2.0は、ビジネス図解作成のパラダイムを変えるツールである。その真の価値

は「きれいな画像」を作ることではなく、「情報を見やすく整理して、伝わる形に変える」こと

にある。本レポートで解説した7つのプロンプト要素と業種別の図解タイプ、実践ワークフロー

を活用することで、誰でもプロ品質のビジネス図解を再現性高く作成できるようになる。

今日から始める5アクション

表16 即実行可能な次のアクション

優先度 アクション 所要時

間

期待成果

1（本

日）

現在手作業で作成している図解を1枚選び、Images 2.0で

再作成する

30分 ツールの可能性を実

感

2（今

週）

本章の7要素を意識したプロンプトを3パターン作成し、比

較検証する

2時間 自分の最適プロンプ

トを発見

3（今

週）

うまくいった図解をテンプレート化し、変数部分を明確に

する

1時間 次回以降の作業短縮

4（今

月）

SNSで図解を3枚以上投稿し、エンゲージメントを測定す

る

継続 効果検証と改善サイク

ル

5（今

月）

収益化の第一歩として、プロンプト集やテンプレートの無

料配布を開始する

3時間 有料導線の土台構築

最終メッセージ

Images 2.0は「デザイナーを不要にするツール」ではなく、「デザインの専門知識がない人でも

プロ品質のビジュアルコミュニケーションができるようになるツール」である。最も重要なの

はツールの使い方ではなく、「何を誰にどう伝えたいか」というコミュニケーション設計の思

考力である。このレポートが、その思考力を育む一助となれば幸いである。
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レポートの活用について

本レポートは無料で提供される。読者は以下のように自由に活用いただきたい。

社内研修・チーム共有資料としての使用

クライアントへの提案資料の参考としての使用

自身のSNS・ブログでの引用（出典明記に限る）

より詳細なプロンプト例や業種別テンプレートについては、有料コンテンツをご用意して

いる。詳細は発行者までお問い合わせいただきたい。


